
南九州市の概要 

 平成19年12月1日合併により誕生 
    揖宿郡頴娃町・川辺郡知覧町・川辺郡川辺町 

位置 

主要産業・特産品 

人口 （H31.3月末時点） 

東経130°26’30” 

北緯31°22’42” 

面積 

357.91㎢ 

35, 065人（Ｈ19 42,093人） 

農業，畜産業 お茶，鶏卵，仏壇，焼酎  
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働き盛りの特定健診未受診者対策 
鹿児島県南九州市健康増進課 有水志郎 



南九州市の概要 

お茶（荒茶生産量） 知覧茶 
日本一！ 
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鶏卵も全国２位だよ！ 



南九州市のみどころ 

番所鼻自然公園 

「天下の絶景」と伊能忠敬も絶賛 

釜蓋神社 
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知覧特攻平和会館 

南九州市のみどころ 
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知覧武家屋敷庭園（令和元年日本遺産） 
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鹿児島県 



健康に関する現状 
・高齢化率（Ｈ29） 

  市 37.23％ 県30.8％ 国 27.7％ 

 

・合計特殊出生率（Ｈ24） 

  市1.68 県1.64 国1.41 

 

・平均寿命（Ｈ22） 

  男性 市79.7歳 県80.0歳 国80.8歳  

  女性 市86.7歳 県86.8歳 国87.0歳 

 

・健康寿命（Ｈ28） 

  男性     県72.31歳 国72.14歳 

  女性     県75.51歳 国74.79歳 
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健康に関する現状 
 国民健康保険 
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医療費総額は横ばい 

被保険者数は減少 

一人当たり医療費は右肩あがり 

鹿児島県19市中 ９位 



健康に関する現状 
  

 

 

 

 

8 

生活習慣病が上位を占める 



特定健診受診率の推移 
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年代別受診率（平成29年度） 
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若い世代の受診率向上
が必須です！ 
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国保ヘルスアップ支援事業 
～働き盛りに着目した特定健診未受診者対策～ 
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働き盛りに着目した特定健診実施率向上 

①未受診理由等の現状把握と分析 
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定期的に受診 

時間がない 

健康だから 

面倒くさい 

知らなかった 

職場健診を受けている 

入院中・入所中 

病気治療中 

忘れていた 

費用がもったいない 

その他 

隔年受診40～74歳・40歳代対象者，916人へのアンケート    
（複数回答可）   （人） 

 



働き盛りに着目した特定健診実施率向上 

③商工会等地域の関係団体と連携 
商工会，女性団体連合会，医師会，保健所，茶業課，商工観光課，健康増進課 

  

 【第１回 関係機関・団体等検討会議】 

  ・市の国民健康保険を取り巻く現状の説明 

  ・今回の事業概要説明 

  ・協議「なぜ働き盛りの方は受診しない？」 
 

  【第２回 関係機関・団体等検討会議】 

  ・事業結果報告 

  ・協議「これからの健診に何が必要か？」 
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 第1回協議内容 

  「なぜ働き盛りの方は受診しない？」 

 

  ・若年層はまだ健康な人が多く，健診を受ける必要性を理解 

   していない人が多い。 

 

  ・健診受診率を上げるためには，市の医療費や疾病の統計 

   資料等を分析し，市民が理解しやすい内容や説明方法に 

   工夫が必要。 

 

  ・「職場の健康づくり賛同事業所」の事業等を活用し，職場ぐるみで 

   健康づくりを展開する必要性がある。 

 

  ・各団体の総会や講演会等のイベントの際にもっと積極的に声変え 

   声かけやチラシ配布を行い，健診の普及啓発が必要。 
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働き盛りに着目した特定健診実施率向上 



 第2回協議内容 

  「これからの健診に何が必要か？」 
 

 ・生活習慣病で治療中の人も特定健診対象者であることが周知され  

 ていない。 

   ⇒情報提供ができることの周知・勧奨を強化 

 

 ・集団健診・個別健診のそれぞれのメリットが周知されていない。 

   ⇒特に集団健診は待ち時間が長いと思っている人が多いため、 

    内容によっては短時間ですむことをPR。また，待ち時間対策の 

    検討が必要。 

 

 ・働き盛り層であっても、生活習慣病由来の通院者が50％以上で 

 ある。 

   ⇒30代健診の結果を各団体の青年部・女性部を対象に周知し， 

    若年層からの健診受診勧奨を強化する。 
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働き盛りに着目した特定健診実施率向上 



特性 その① 

日々健康に気を遣っている『頑張り屋さん』 

 
病気になる心配をしていないため，健診に行く意義を感じていない方 

へのメッセージ 
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特性に応じた受診勧奨 



特性 その② 

将来病気になることを心配している『心配性さん』 
 

健診に行くと怖い病気が見つかりそうだから行きたくないと思っている方 

へのメッセージ 
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特性 その③ 

不健康な自覚はあるが積極的に改善しようと思っていない『甘えん坊さん』 

 

今の生活に幸せを感じており，やりぬく力が弱い方へのメッセージ 
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特性 その④ 
自分のことを健康だと思い，健康に興味がない『面倒くさがり屋さん』 

 

健康に関する情報・健康診断に全く興味がない方へのメッセージ 
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特性 その⑤ 

健診未経験者向けの内容 

 

健診が安価で，短時間であることを知らない方へのメッセージ 
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実施結果 
平成28年度との比較（夜間1日＋休日2日実施） 

▶ 合計受診者数 

     H28：108名 → H30：134名 （26名 24%増）  

▶ 60歳～74歳受診者数 

     H28：  85名 → H30：  88名 （  3名 3.5%増） 

 

 

特に40歳～59歳の若い世代において受診者数の増加が見られた 
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▶ 40歳～59歳受診者数 

     H28：  23名 → H30：  46名 （23名 100%増）  

 



さらに見えたきたもの 
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働き盛り層も 定期的に医療機関受診している！ 



特定健診受診率アップの強化対策 

（１） 受診票送付時に受診履歴からみる個人特性に応じたメッセージ 

 

（２） ３０歳代の健診実施で経験者を増やし将来につなげる 

 

（３） 関係機関・団体等との連携による職場等での啓発と周知 

 

（４） 不定期受診者・未受診者へのアプローチ（戸別訪問を強化） 

 

（５） 健診実施環境（休日・夜間）の工夫 

 

（６） 医療機関への情報提供依頼（連携強化） 

    （特定健診未受診者も通院レセがある） 
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ご清聴 

ありがとうございました。 


